






　最近欧米においても,母乳運動が生物学的意義,免疫学的意義,疫学的意義,栄

養学的意義および精神発達におよぼす影響も含めて人間の根源的レベルにおい

て論議を呼んでいる。また,Family Planning,Medical Anthropology の立場か

らも追求される機運にある。我国の母乳組成に関する研究は数多く行われてい

るが,臨床的なものが多く,組成,それ自体に関するものは数例の報告があるの

みで,主なるものは 1967 年,雪印乳業技術研究所,斉藤らの“人乳の組成につい

て“が唯一の全国的調査に基く報告であり,最も詳細な分析結果である。比較

的最近の調査研究としては今村(日児誌,70,昭 41)の報告がある。


